
















ち博識 を知 られた先生であるが,同 時にその
膨大な蔵書 も親しい人達の間では有名な存在
であった。古今東西の科学思想 ・技術 ・美
術 ・工芸 ・デザイン ・映像等に関する書籍ば
か りでな く,文芸や演劇関係の資料 ・博覧会
記録 ・旅行記 ・伝記等々,そ の幅 と量 とは先
生の人間の文化の全容に迫ろうとする姿勢を
示す ものであった。


















































館は毎月第2水 曜 と祝 日は閉館。
